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医療機関向け説明会

予防接種事務デジタル化について

令和８年９月
鹿児島市感染症対策課



はじめに

○本説明会の目的

・デジタル化の意義や必要性について理解を深めていただく

・制度の概要や医療機関における運用イメージをご理解いただく
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1-6 医療機関内におけるデジタル予診票への対応方法

第２編 集合契約（デジタル化対応予防接種委託契約）について
第３編 インフル・コロナ定期予防接種の留意事項について
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はじめに

○デジタル化の概要

予防接種の受付から接種記録の登録、請求処理までを電子で実施する仕組み

○市の方針

令和１０年４月１日 運用開始

予防接種サイトを利用予定（医療機関はオンライン資格確認ネットワークの接続の整備が必要）

※コスト負担はかからない見込みです

○今後の説明会スケジュール

システム導入前の事務連絡や運用開始前の事務連絡などについて、令和９年度に説明会を実施する予定です。

詳細な時期については決まり次第、お知らせいたします。
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１ -１予防接種事務デジタル化の概要

 新型コロナウイルス感染症への対応において、次の課題が浮き彫りとなった。
① 紙をベースとした予防接種事務の事務負担
② 予防接種の有効性・安全性に関する調査のための情報基盤の不存在

 このため、令和４年改正法（※）により予防接種法を改正し、予防接種事務デジタル化に必要となる規定の手当てを行った。
※ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法律（令和４年法律第96号）

 これらの規定の施行期日を、11月25日閣議決定・28日公布の政令により、令和８年６月１日と定めた。
※ 法律上は、公布の日から起算して３年６月を超えない範囲内において政令で定める日とされている。

背 景 ・ 経 緯

 一次利用（予防接種の対象者・自治体・医療機関におけるデジタル化）
 医療保険におけるオンライン資格確認と同様に、個人番号カードによる接種対象者の確認の仕組みを導入。
 予診情報・予防接種記録管理／請求支払システム（予予・請求システム）により、自治体の接種記録を管理するほか、自治

体及び医療機関間の費用請求・支払事務を効率化。
 二次利用（予防接種データの利活用）
 予防接種の有効性・安全性の向上のための調査・研究を行うため、予防接種の実施状況や、副反応疑い報告に係る情報を含

む匿名予防接種データベースを整備し、医療保険レセプト情報等のデータベース（NDB）等との連結解析を可能とする。
 匿名予防接種データベースの情報を、大学や研究機関等へ提供できるようにする。

デ ジ タ ル 化 の 概 要

 国のシステムは、改正予防接種法の施行期日（令和８年６月１日）に合わせてリリースした一方、自治体システムの改修は、令
和10年４月までに順次進む。

※ 法令上、自治体は令和10年４月１日までにデジタル化に必要な機能を実装しなくてはならないこととされている。
ただし、特定移行支援システムに該当する一部自治体については、デジタル化が遅れる見込み。

ス ケ ジ ュ ー ル
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１ -２予防接種事務デジタル化のメリット

予防接種に関するデータ

予防接種記録

副反応疑い報告

接種対象者情報

予診情報等 自治体・国保連合会
効率的な予防接種

事務の実施

▶ 住民への効率的な勧奨
▶ 審査業務の手間削減

予防接種の委託・支払等

予防接種実施の報告・費用請求等

サービス
データ・情報提供

研究者
蓄積される情報の分析等

予防接種に関するデータ

接種対象者
情報等

予防接種の実施
予防接種の案内

（勧奨）接種対象者
効果的かつ効率的な予防接種関連サービスの利用

医師会等・医療機関
効果的かつ効率的な

予防接種の実施
▶ 接種間隔チェックの効率化
▶ 予診票の記載漏れ防止
▶ 費用請求業務の効率化

接種記録等

予診票の提示

5



デジタル化でここが変わります!

複数ワクチンの予診票へ楽々入力!
さらに住所などは自動入力

何枚もの予診票の記入は不要
デジタル予診票なら
引継ぎ機能・自動入力で楽々
入力!

子どもの接種歴が自動反映され
いつ何を打てばいいかを自動表示

ワクチンごとに接種時期や間隔が
異なるためスケジュール管理が大変
…
マイナポータルを見れば簡単に!
接種記録をいつでも確認できる!

接種実績の集計や報告が自動化!

接種記録を取りまとめるのは手間…
接種記録を登録すれば自動で請求!

間違い接種防止のための
ワーニング機能あり

1ヵ月 2ヵ月

過去の接種実績から接種間隔を
自動でチェック!

マイナンバーカードによる
オンライン資格確認により、
紙の予診票でも接種情報の取得
が可能です。
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１-３接種状況に関するダッシュボードについて

 今般のデジタル化により、システムに集積される接種記録情報を活用することで、迅速かつ詳細に接種率を把握することが
可能となります。
※現行の運用では、地域保健・健康増進事業報告（年度報）の数値に基づく接種率を２年度遅れで公表しており、接種状況

と当該状況の公開に乖離がある点が課題となっている。
 このため、令和10年度に向けて、厚生労働省HPに「接種状況に関するダッシュボード」を新たに構築することとし、各自

治体における各ワクチンの接種率・接種件数等を可視化し、接種率の早期把握による接種率の向上をはじめ、予防接種施策
に活用していきます。

ダッシュボードのメリット

国民
（住民）

医療機関

自治体 自自治体の接種状況の把握、他自治体の接種状況との比較が可能になることで、
接種勧奨等の住民の接種率向上に向けた取組・広報に活用できる

自治体ごと、ワクチンごとに、タイムリーな接種率（※）を確認できることで、
接種率の向上、予防接種への理解促進につながる

自治体ごと、ワクチンごとに、タイムリーな接種率を確認できることで、接種
状況や接種ピークを把握することができる

製薬会社
卸業者

自治体ごと、ワクチンごとに、足下の需給状況と経年データが確認できること
で、ワクチン供給量予測・調整等に活用することができる

※ 新型コロナワクチン・インフルエンザワクチンの接種率については週次更新。その他のワクチンの接種率については月次更新。 7



１-４デジタル化後の「紙」の予診票の取扱いについて

医療機関 自治体（医師会等の場合もある）

 とりまとめた紙の予診票は、これまでどおり自治体または入力業務を請け負う医師会等に送付することができ
ます。

B類の対象である高齢者については、スマホ経
由でのマイナポータルの利用率が低い傾向にあ
り、紙の予診票で受診する傾向が想定されます。

A類の対象である乳幼児の保護者については、マイ
ナポータルの利用が多いものと想定されます。

マイナンバー
カード
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※事務の方も記録登録可能

窓口支払記録登録（請求）接種

接種

接種

ワクチン
準備

ワクチン
準備

ワクチン
準備

す
べ
て
デ
ジ
タ
ル

の
場
合

紙出力
した

デジタル
予診票

紙出力
した

デジタル
予診票

デ
ジ
タ
ル
化
後

デジタル予診票
(マイナポ入力)

マイナンバー
カード デジタル予診票 予診結果と接種記録を

デジタルで登録

デ
ジ
タ
ル
予
診
票
を

紙
に
打
ち
出
し
て

確
認
す
る
場
合

紙
の
予
診
票
場
合

予診・
接種可否判断

デジタル予診票
(マイナポ入力)

マイナンバー
カード

予診票を
紙出力し確認

・紙出力予診票
・母子手帳

接種記録をデジタルで登録

予診・
接種可否判断

マイナンバー
カード

窓口支払記録登録（請求）
予診票の送付

予診・
接種可否判断

予診票
（紙）

紙予診票

予診票
（紙）

紙出力
した

デジタル
予診票

かつ 紙出力予診票は送付

予診票

紙出力予診票･紙予診票に
記録して送付

1

2

3

自己負担額
自動計算

自己負担額
自動計算

自己負担額
自動計算

☐
☐

アプリorサイトで
対象者の確認

☐
☐

アプリorサイトで
対象者の確認

☐
☐

アプリorサイト、
紙予診票で対象者の確認

受付
予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認

予診票の
記入

受付
予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認

予診票の
記入

受付
予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認

予診票
（紙）

・紙予診票
・母子手帳

予診票の
記入

アプリor
サイトで
GTIN読取

アプリor
サイトで
GTIN読取

シールを
予診票に
貼付

窓口支払記録登録（請求）
紙出力予診票の送付

１-５デジタル化後事務フロー

予防接種サイトを利用して予防接種を行う際には、接種対象者（または保護者）が行う予診票入力から接種記録登録・請求までのフローのうち、①すべて
デジタルで行うパターン、②デジタル予診票を紙に打ち出して確認するパターン、③紙の予診票で実施するパターンがあります。
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１-５デジタル化後事務フロー（全てデジタルで行う場合）

顔認証付き
カード
リーダー

予防接種の
資格確認

予防接種の資格の確認
‣本人確認結果から対象者の選択
‣予診票の確認
‣接種間隔の確認

医療機関アプリ又は予防接種サイト

予診・接種・
記録登録

予診の実施

接種記録の登録

予防接種の実施

国保中央会
国保連合会

予診情報・予防接種記録
管理／請求システム

①登録

自治体

接種記録の確認

自己負担額のある予防接種
↓

医療機関窓口で
接種対象者が負担額を支払う

医療機関

マイナンバー
カード

②審査

③支払

医療機関アプリ又は予防接種サイト

医療機関では、医療機関アプリ又は予防接種サイト
のどちらかを利用していただきます

※デジタル予診票を紙に打ち出すことや、従来どおり紙の予診票での接種、予診票による請求を
続けていただくこともできます 10



 医療機関でのデジタル化の実現方法として、当面は、医療機関アプリ又は予防接種サイトのいずれかを選択し
ていただきます。それぞれの概要は下表のとおりです。

 デジタル化にあたっては、医療機関の既存端末等を使っていただける工夫もしつつ、新たに端末等の機器導入
が必要となった場合の経費については、補助等の仕組みを現在検討しているところです。今後、詳細が判明し
たところでご案内申し上げます。

 なお、電子カルテ改修（特にクラウド型）により、予防接種事務のデジタル化に対応できるよう準備中です。

予防接種サイト医療機関アプリ

電子カルテ端末やレセコン端末等
※オンライン資格ネットワークと接続されて
いる医療機関内の端末

タブレット端末又はパソコン
※インターネット接続が可能な端末

使用端末

予診情報・予防接種記録管理／請求支払システムと情報連携しており、
医療機関において、
• 住民が登録したデジタル予診票の閲覧
• 過去の予防接種記録の閲覧
• 予防接種記録の登録
等を行うことができます。

提供する機能

オンライン資格ネットワークインターネット使用ネットワーク

オンライン資格ネットワークの接続の整備が
必要となります。一度接続作業を実施すれば、
以後作業が生じることは基本的に想定されま
せん。

医療機関アプリの利用契約は自治体が締結し、
アプリ利用料を負担します。
医療機関では、インターネットに接続が可能な
端末を用意いただく必要があります。

利用にあたって

１-６医療機関内におけるデジタル予診票への対応方法
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• 医療機関アプリとは、民間事業者が開発したアプリです。予診情報・予
防接種記録管理／請求システムとの情報連携の仕様（入出力する情報の
項目等）は国において示しており、それに準拠しています。

• 医療機関アプリは、PCまたはタブレットで利用いただけます。

• 医療機関アプリと予予・請求システムとの間は、セキュリティを担保し
たインターネットを利用しており、医療機関内のオンライン資格確認等
システムと接続するためのオンライン資格ネットワークは利用しません。

医療機関アプリとは
PC or タブレット

医療機関アプリ
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予防接種サイトとは

• 予防接種サイトとは、オンライン資格確認にて利用しているオンライン請
求ネットワークと接続されている医療機関内の端末（電子カルテ端末や
レセコン端末のこと）を用いて閲覧するサイトのことです。
予診情報・予防接種記録管理／請求システムがサイトの画面を提供します。

• 利用するにあたり、医療機関内のオンライン請求ネットワークの接続の整
備が必要となります。

予防接種サイト

予防接種サイト
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予防接種対象者の受付をしたら、その日に予診・接種するワクチンを選択

予防接種の資格確認

本人確認
医療機関内端末で本
人確認済一覧を表示

顔認証付き
カード
リーダー等

医療機関内
端末

１. 資格確認対象者の選択 ２. 予診票の確認

受付

▶本人確認済の予
防接種対象者を
検索して、選択
する

▶接種記録や予
診票の確認を
行う

予防接種サイト

受付における本人確認は、
通常診療と同様にマイナンバー
カードと顔認証付きカードリー
ダー等により実施します。
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1. 資格確認対象者の照会受付
予防接種の資格確認を行うため、受付日
や氏名を入力して対象者の一覧を表示し
ます。

受付済み予防接種対象者の検索画面イメージ

受付日を選択

本人確認の受付日や氏名から検索し、表示の一覧から資格確認を行う者を選択

１．資格確認対象者の選択 ２．予診票の確認
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２. 予診票を確認する
選択した対象者の接種を予定している予防接種と予診票の一覧が表示されます。予診票未回答の場合は「未回答」
と表示されます。
※予診票の回答は事前にマイナポータルで行われています。

▶一覧には、予防接種の資格情報に関する注意事項（対象期間外の場合や注意すべき接種間隔等）も表示されます。

▶予防接種の一覧の中から、その日に予診・接種を実施するワクチンを選択して、予診票の受付（＝予診票の確認）
を行います。

予防接種対象者が回答した予診票から、その日に予診・接種を行うワクチンを選択

受付

１．資格確認対象者の選択 ２．予診票の確認

予診票の検索画面イメージ 17
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※準備室に端末がない場合、診察室でまとめて行います。

ワクチンの情報を確認し、予診を行い接種を実施

デジタル予診票を用いての予診・接種ワクチン情報の確認、予防接種の準備

１. ワクチン情報の読み込み
ワクチンのバーコードを
バーコードリーダー等で予防
接種サイトに読み込む

＝

読み込んだワクチンと
予定している予防接種との
一致確認や有効期限等を
システムでチェックする

デジタル予診票を確認し
ながら予診を実施し、接
種可否を判断する

３. デジタル予診票による予診

予診票

接種の実施

２. ワクチンのチェック

接種の準備

準備室
（看護師）

診察室
（医師）

予防接種サイト 予防接種サイト
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ワクチン情報の登録画面イメージ

2.ワクチンのチェック

バーコード読取を利用する場合は、すべての
情報を取得することが可能となるため、入力
は不要となる。

「接種方法」「接種部位」は、ワクチンに応
じた選択肢が表示される。

1.ワクチン情報の読み込み

バーコードリーダーでバーコードを読み取るこ
とで、製品名、ロット番号、有効期限等の接種
するワクチン情報が自動で正確に取得される。
▶有効期限を確認し、接種が可能か判断する。

1.ワクチン情報の
読み込み

2.ワクチンの
チェック

準備室
（看護師）

3.デジタル予診票
による予診

接種を行うワクチンのバーコードを読み取り、ワクチン情報を登録

※同時接種の場合、ワクチン毎に画面を切り替えて入力が必要

ワクチン
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3.デジタル予診票による予診

医療機関側で予診内容の修正（例えば体温
など）や医師コメントがあれば追記する

■予診情報

当日の予診を行い「接種への同意」「接種実施可否」を選択する
医師名はキーワード入力によりマスタから候補の医師を表示する
（例えば「予」と入力すると「予防一郎」が表示される）

■接種可否
診察室

（医師）

1.ワクチン情報の
読み込み

2.ワクチンの
チェック

3.デジタル予診票
による予診

予診票の確認・修正を実施し、医師の判断のもと接種可否を登録

※同時接種の場合、画面を切り替えて入力が必要

一括チェックも可能
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接種記録を登録し、窓口支払額を確認し請求

窓口支払

予防接種対象者の減免資格情報や、居住自治体の
委託単価情報を参照し、窓口支払額が自動計算さ
れる

自動的に窓口支払額が計算されます

▶ 自己負担額のある予防接種については医療機関
窓口で予防接種対象者へ負担額を請求する

接種記録の作成・登録

予防接種サイト

予防接種サイトに入力されているワクチン名、
ロット番号等を確認の上、接種部位、接種量等を
入力して、記録登録ボタンを押下する

接種記録を登録すると、自動的に請求処理となります

▶ 登録した接種記録は予防接種サイトで修正可能
▶ デジタル予診票の内容も予防接種サイトで閲覧可能

予防接種サイト
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■基本情報

■接種共通情報

■接種個別情報 ■ワクチン情報 （※）

(※)準備室でバーコード読み取りを
している場合、入力は不要

１．接種記録の作成・登録・費用請求

接種記録の自動入力・費用請求

診察室
（医師）

１. 接種記録の作成・登録・費用請求 ２．窓口支払

赤枠は初期表示あり

医師名はキーワード入力によりマスタから候補の医師名を表示
する（例えば「予」と入力すると「予防一郎」が表示される）

赤枠は初期表示あり

赤枠は初期表示あり
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窓口支払額を確認し、自己負担額を接種対象者に請求

受付
２．窓口支払

１. 接種記録の作成・登録・費用請求 ２．窓口支払

窓口支払対象者の一覧画面イメージ

請求情報詳細の照会画面イメージ

窓口支払額が自動計算されるため事務負担が削減

○○市

××市

◇◇市

△△市

□□市

●○市

○●市

◆◇市

△▼市

○×市
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2021年4月1日
予防接種サイト利用イメージ（完全デジタルver./予診票印
刷ver.補足）
接種対象者（または保護者）がマイナポータルに表示されたデジタル予診票を入力・送
信し、院内ではそのデジタル予診票を使って、すべてデジタルで対応する際のフロー及
び操作をベースに、重要箇所を抜粋した説明資料です。
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• 【受付（本人確認）】
窓口支払

受付は、①すべてデジタルで行うパターン、②デジタル予診票を紙に打ち出して確認するパターン、③紙の予診票
で実施するパターン、すべて共通です。

記録登録（請求）
紙出力予診票の送付

接種ワクチン
準備

予診・
接種可否判断

受付
予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認

予診票の
記入
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【受付】本人確認

マイナ保険証で本人確認を行います

受付は、通常の診療と同じくマイナ保険証をカード
リーダに置いて操作いただきます。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

デジタル予診票を紙出力して利用する場合も、本人確認はマイナ保

険証で行います。
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来院目的を確認します。
予防接種のために来院された方からは、母子手帳を受
け取ります。

マイナポータルの予診票回答状況を確認するために予
防接種サイトにログインします。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

デジタル予診票を紙出力して利用する場合も、予防接種のために来

院した方の受付をするためには、予防接種サイトを使います。

【受付】本人確認

来院目的を確認し必要な書類を受け取ります
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• 【受付（対象者・接種ワクチンの確認）】

受付（対象者・接種ワクチンの確認）は、①すべてデジタルで行うパターン、②デジタル予診票を紙に打ち出して確認
するパターン、③紙の予診票で実施するパターンすべて共通ですが、パターン②では、受付処理の最後に、デジタル予
診票を紙に打ち出します。

窓口支払記録登録（請求）
紙出力予診票の送付

接種ワクチン
準備

予診・
接種可否判断

受付
予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認

予診票の
記入
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【受付】対象者・接種ワクチンの確認

予防接種を受けに来た方を選択します

検索結果の画面には、当日マイナ保険証で受付した方
すべてが表示されます（予防接種のために来院された
方だけではなく、通常診療のために来院された方も表
示されます）

検索結果一覧の中から、予防接種で来院された方を選
び、「対象」欄のボタンにチェックを入れます。

複数の方をまとめてチェックすることもできます。

※表示順は当日受け付けた順となっていますが、新た
に受付た人が一番上になるよう、並び替えることも可
能です。受付日時の「↑↓」をクリックしてください。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

すべてデジタルの場合と同じです。
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表示された検索結果から対象者の氏名、生年月日、今
日接種を予定しているワクチンの種類や回数などを確
認します。
誤りがなかったら、「デジタル予診票（マイナポータ
ルで入力・送信された予診票のことです）回答状況」
欄が「回答済み」となっているかを確認します。

「回答済み」ボタンをクリックすると、予診票が表示
されます。

「デジタル予診票回答状況」欄が「一部回答」や「未
回答」となっていた場合は、接種対象者のマイナポー
タルで入力・送信しなおして頂いたのち、再度受付に
来ていただくようお伝えし、次の方の受付処理を行っ
てください。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

すべてデジタルの場合と同じです。

【受付】対象者・接種ワクチンの確認

受付済の受診者の予防接種の一覧が表示されるのでデジタル予診票の回答状況が「回答済み」であることを確認しま
す

ワクチンの種類や回数等

はここで確認できます。
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• 【予診・接種可否判断】
窓口支払記録登録（請求）

紙出力予診票の送付
接種ワクチン

準備
予診・

接種可否判断
受付

予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認
予診票の

記入

医師は、紙出力した予診票を見ながら予診・接種可否判断を行い、その結果を紙出力した予診票に記載しますので、

【予診・接種可否判断】について予防接種サイトに入力する必要はありません。

※本人が入力した状態の予診票データは、デジタルが原本となります。
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【予診・接種可否判断】接種可否判断

デジタル予診票に基づいて予診を行い、医師確認欄にチェックを入れます

予診票の内容を確認・修正したら、「医師確認欄」に
チェックを付けてください。

画面左下の「すべてを確認済みにする」にチェックを
入れることで、まとめてチェック済みにすることもで
きます。

✓

✓

✓

✓

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

この操作は不要です。
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✓

デジタル太郎

【予診・接種可否判断】接種可否判断

すべての予診を確認後、接種可否判断を行います

最後に、接種可否を判断し、「接種可能」または「接種見
合わせ」のどちらかにチェックを入れてください。
医師名は過去に入力した医師の名前から選択することがで
きます。紙の予診票のように署名する必要はありません。
医師名に誤りがないことを確認したら、画面右下の「登
録」をクリックしてください。

これで接種可否判断の作業は完了となります。
予防接種の準備を行ってください。

※「登録」や「一時保存」をクリックせずに、「接種記録
画面に進む」をクリックすると、内容が保存されず初期化
されてしまいますので、ご注意ください。

※接種可否判断は必ず医師が行ってください。「接種記録
登録に進む」ボタンは、医師のID・パスワードでログイン
していない場合は、クリックできません。

「接種見合わせ」を選択した状態で「登
録」をクリックすると、「予診のみ」の接
種記録が自動登録されますので、ご注意く
ださい。

一度「一時保存」または「登録」ボタ
ンをクリックせずに「接種記録画面に
進む」をクリックすると内容が初期化
されますので、ご注意ください。

✓

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

この操作は不要です。

33



• 【ワクチン準備（ワクチン情報・バーコード読み取り）】
窓口支払記録登録（請求）

紙出力予診票の送付
接種ワクチン

準備
予診・

接種可否判断
受付

予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認
予診票の

記入

紙出力した予診票を使う場合は、【記録登録（請求）】に進んでいただきます。記録登録画面を立ち上げたのち、

ワクチン情報を入力します。
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【ワクチン準備（ワクチン情報バーコード読み取り）】

ワクチン情報をバーコードで読み取る画面を開きます

「接種記録の登録・修正」画面を下にスクロールし、
ワクチン情報の右横に表示さている「バーコード読
取」ボタンをクリックします。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

ワクチン情報の入力はデジタルの場合と同じです。

※「予診のみ」の場合は「接種区分」で「予診のみ」にチェックし、
「予防接種を行えなかった理由」を記入して登録してください。
その際、ワクチン情報の入力は不要です。

紙出力した予診票を利用する場合は、予診票画面（P.25）で
は接種可否判断を登録しないため、接種記録登録画面にて

「予診のみ」を選択してください。
「予診のみ」の際は、ワクチン情報の入力は不要です。
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【ワクチン準備（ワクチン情報バーコード読み取り）】

バーコードを読み取ります

「バーコード読取」ボタンをクリックすると、バー
コード読み取り画面が開くので、バーコードリーダを
使ってワクチンの箱に付いているバーコードを読み取
ります。

バーコードの読み取りが完了し、正しく英数字の羅列
が表示されたら「確定」ボタンをクリックします。

2

1

①テキストボックスには何も入力しなくて大丈夫です

②バーコードを読み込むと自動で入力されます

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

ワクチン情報の入力はデジタルの場合と同じです。
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【ワクチン準備（ワクチン情報バーコード読み取り）】

読み取ったワクチン情報は自動的に入力されます

「確定」ボタンをクリックすると、バーコードから読
み取った
・「GTINコード」
・「ワクチン販売名」
・「製造販売元」
・「販売元」
・「ロット番号」
・「ワクチン有効期限」
・「（標準的な）接種量」
が自動入力されます。

バーコードで読み取ったワ
クチン情報が自動で入力さ
れるので、内容に間違いが

ないかご確認ください。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

ワクチン情報の入力はデジタルの場合と同じです。
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接種量は、標準的な値が自動入力されますが、医師が
必ず確認してください。

接種方法、接種部位は、プルダウンメニューから適切
なものを選択してください。

ワクチン情報の入力内容に間違いがないか最終確認し、
必ず「一時保存」ボタンをクリックしてワクチン準備
を完了してください。

※「登録」ボタンをクリックすると、記録登録が完了
となってしまいますので、ご注意ください。

【ワクチン準備（ワクチン情報バーコード読み取り）】

ワクチン情報を一時保存することで、ワクチン準備は完了となります

0.5
接種量は自動入力されますが、
必ず医師がご確認ください。

皮下接種 左下肢
接種方法と接種部位は、プルダウン
メニューから適切なものを選択して

ください。

ワクチン準備段階では、必ず「一時保存」ボタン

をクリックしてください。
「登録」ボタンをクリックしますと、記録登録が

完了となってしまいますので、ご注意ください。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

「接種量」「接種方法」「接種部位」は、紙出力した予診票に

医師が記入してください。記入情報を基にシステムに入力します。

接種後に接種記録を登録する場合は、「一時保存」ボタンではなく

「登録」ボタンをクリックし、そのままの【記録登録・請求】へ進

み記録登録を完了してください。

接種後に本作業を実施する場合は、
「登録」ボタンをクリックしてくだ

さい。
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「一時保存」または「登録」ボタンをクリックした際、
接種間隔に問題がある場合は、ワーニング（警告）が
表示されます。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

記録登録を接種後に実施する場合は、システムによる接種間隔

チェックのワーニング機能は働きませんので、接種間隔は母子健康

手帳等で確認してください。

【ワクチン準備（ワクチン情報バーコード読み取り）】接種間隔チェック

《参考》ワクチン接種実施前に、接種間隔のチェックが可能です
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• 【記録登録（請求）】
窓口支払記録登録（請求）

紙出力予診票の送付
接種ワクチン

準備
予診・

接種可否判断
受付

予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認
予診票の

記入

紙出力した予診票を利用する場合も、【記録登録（請求）】は予防接種サイトで行います。

接種記録を登録することで、請求情報も自動生成されます。
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【記録登録（請求）】

接種対象者を検索します

検索結果の画面で、対象者の氏名、生年月日、今日接
種を予定しているワクチンの種類や回数などを確認し
ます。

対象者に誤りがなければ、「接種記録」ボタンをク
リックし、「接種記録の登録・修正」画面に遷移しま
す。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

ワクチン情報入力後、予防接種サイトを閉じ、改めて接種記録を登

録する場合は、接種対象者を選択後、接種記録画面を立ち上げます。

操作方法はデジタルの場合と同じです。
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【記録登録（請求）】

ワクチン情報に誤りが無いか確認します

ワクチン準備の際に一時保存したワクチン情報に誤り
が無いか確認してください。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

ワクチン情報に誤りがないか確認してください。
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【記録登録（請求）】

ワクチン情報に誤りが無いか確認し、問題なければ接種記録を登録します

0.5

皮下接種 左下肢

ワクチン情報の入力内容に間違いがないか最終確認し、
「登録」ボタンをクリックして接種記録登録を完了さ
せてください。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

入力した内容に差異がないかを確認したうえで「登録」ボタンをク

リックします。
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【記録登録（請求）】

記録登録が完了し、請求情報が自動生成されます

登録漏れなどがない場合は、「接種記録の登録・請求が完了
しました」というメッセージが表示されます。

これで接種記録の登録は完了です。

接種記録を登録することで、請求情報が自動生成されますの
で、これまでのように紙の予診票を自治体ごとに仕分けした
り、ワクチンごとの件数を数えたりする必要はありません。

※接種記録を登録したら、自治体への請求情報（支払関連帳
票）が作成されます。

※医療機関では、月次で作成された帳票から請求額、請求明
細を確認することができます。

■デジタル予診票を紙出力して利用する場合

この画面が表示されたら、接種記録登録は完了です

※接種記録を登録することで、請求情報が自動生成されます

※紙出力した予診票を自治体に提出してください。
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• 【窓口支払】
窓口支払記録登録（請求）

紙出力予診票の送付
接種ワクチン

準備
予診・

接種可否判断
受付

予診票の印刷対象者･接種ワクチンの確認本人確認
予診票の

記入

接種記録を予防接種サイトに登録することで、本人支払額（確定金額）を確認することができます。
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【窓口支払】
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２ -１集合契約の概要
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２ -２各業務と契約の対応関係
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２ -３集合契約の全体像

49

 デジタル化に伴い、風しん５期や新型コロナウイルス（特例臨時接種）に係る予防接種委託契約と同様、全国
の医療機関と全国の自治体間で、予防接種委託契約の集合契約を締結します。

 集合契約を締結することにより、里帰り出産等により、やむを得ず住所地外接種が必要となる場合には、事前
申請等の現在の手続きが不要となります。※ただし、住所地外接種の開始は、令和10年度からの予定です。

 なお、集合契約にあたっては、システムに係るアカウント発行手続きが必要となります。



２ -４集合契約の主な関係者と流れ
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２ -５集合契約システム利用規約への同意
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２ -６アカウント情報収集・発行
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主な質問と回答（第１編・第２編）
回答質問No.

医療機関や薬局の窓口でマイナンバーカード（マイナ保険証）など
で患者の健康保険や、公費負担医療の資格をオンラインで確認する
仕組みです。

オンライン資格確認システムとは1

Ａ類接種については、デジタル予診票の利用状況を踏まえ、将来的
に紙予診票の個別送付を終了することを検討しています。
一方、Ｂ類接種については、デジタル化への対応が難しい方への配
慮から、引き続き紙予診票を送付する予定です。

紙予診票は送付されなくなるか2

集合契約は、自治体と医療機関が共通のルールのもとで予防接種業
務を行うための、全国的な契約の枠組みです。個々の自治体と医療
機関がそれぞれ契約を締結するのではなく、共通の契約関係を構築
することで、広域的な運用に対応できる仕組みとなっております。

集合契約とは3

いいえ。集合契約とはNo.３のとおり、あくまで自治体と医療機関が共
通のルールのもとで予防接種を行うための枠組みに参加いただくための
契約ですので、基本的には全ての医療機関に参加いただきたいと考えて
おります。
一方、予防接種事務の運用は各医療機関により異なるため、接種記録の
登録が困難な医療機関におかれましては、これまでどおり、紙の予診票
による運用を継続していただくことが可能です。
令和10年４月以降、市民が事前にマイナポータル上でデジタル予診票を
入力したうえで来院されるケースも想定されますので、予防接種サイト
または医療機関アプリで、受付やデジタル予診票を紙出力する対応が出
てきます。その方法などのマニュアルにつきましては今後提供させてい
ただく予定です。
なお、接種記録の登録を行っていただくことで、自動で接種委託料が計
算され、毎月の取りまとめや集計、予診票を市へ提出する事務が不要と
なるなどのメリットもございますので、将来的には接種記録の登録にご
協力いただきたいと考えております。

集合契約に参加すると必ず接種記録の登録を
行わなければなりませんか4

53



主な質問と回答（第１編・第２編）

回答質問No.

接種対象者の４情報（氏名・住所・性別・生年月日）をもとに、自
治体へ予防接種対象者番号を照会することで受付が可能です。

接種対象者がマイナンバーカードを忘れた場
合5

予防接種事務ヘルプデスクまたは各アプリベンダーが設置するコー
ルセンター等へお問い合わせください。システム障害や操作方法で困った場合6

はい。従来どおり、母子健康手帳の「予防接種の記録」欄に接種年
月日、ワクチン名、ロット番号、実施場所等をご記入ください。
なお、Ｂ類についても、お知らせの「予防接種済証」欄への記載を
お願いします。

母子健康手帳への記載は必要か7

国の方針は、医療機関で接種記録の登録にご協力いただくことを基
本としております。
本市としましては、まずは、Ａ類医療機関のうち、接種数の多い医
療機関につきましては接種記録の登録にご協力いただきたいと考え
ております。

予防接種事務のデジタル化において、医療機
関にはどのような協力をお願いする予定です
か。

8
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主な質問と回答（第１編・第２編）

55

回答質問No.

予防接種サイトは、オンライン資格確認システムのネットワークを
使用して予防接種サイトへ接続しますが、国によりますと、令和10
年４月からオンライン資格確認システムを導入している医療機関に
おかれましては、ネットワークの接続工事等のコスト負担をかけず
に予防接種サイトを使えるようにする予定とされております。
一方、医療機関アプリはインターネット回線を使用して予防接種サ
イトへ接続しますが、医療機関側でのインターネット環境の整備の
ほか、医療機関アプリ使用料が別途市の負担として発生しますので、
コスト負担を考えると現段階においては、予防接種サイトを導入す
る方がいいのではと考えております。
今後、コスト面や利便性（使い勝手）などから最終的に判断してま
いりたいと考えています。

予防接種事務のデジタル化では医療機関は予
防接種サイトと医療機関アプリのどちらを利
用するのですか

9

接種記録登録の際、ワクチン販売名、ロット番号、有効期限を登録
しますが、予防接種サイトではバーコードリーダーでワクチンの外
箱に記載されたバーコード（ＧＴＩＮコード）を読み込むことで自
動で登録することができますので、バーコードリーダーがあること
で登録事務がスムーズになるとされています。
No.9のとおり、既にオンライン資格確認システムを導入されている
医療機関におかれましては、予防接種サイトに接続するためのネッ
トワーク接続工事等のコスト負担は生じない予定です。

予防接種サイトを使用した場合、医療機関で
は何を準備することになりますか10

医療機関アプリを使用するためのタブレット端末やインターネット
環境の整備が必要になります。

医療機関アプリを使用した場合、医療機関で
は何を準備することになりますか11



アンケートにご協力ください

期 限

１０月２日（金）医療機関アンケートおよび本説明会の質疑事項

【入力フォーム】
※所要時間は10分程度です
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１ 案内ハガキに記載の接種者番号（８桁）を、予診票右上に転記してください。

３ インフル・コロナ定期予防接種の留意事項について

57

・接種完了後は、接種済の
ワクチン欄にチェック（ ）
を入れ、接種済証と一緒に
対象者にお返しください。

・ハガキは９月中旬から順次、対象者のお手元に届く見込みです。



３ インフル・コロナ定期予防接種の留意事項について

２ 今季から、自己負担額の免除対象者
は生活保護受給者のみとなり、
市民税・県民税非課税世帯の方は、
免除対象外です。

３ 高用量インフルエンザワクチンは、
定期接種の対象ではありません。
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主な質問と回答（第３編）

回答質問No.

本市では、年々増加する社会保障関係経費への対応が求められてお
り、限られた財源の中で定期予防接種事業を将来にわたり安定的に
継続するため、自己負担制度を見直しました。その結果、インフル
エンザ及び新型コロナウイルス感染症の定期接種については、生活
保護受給者のみを免除対象としました。
なお、成人用肺炎球菌や帯状疱疹（定期予防接種として生涯に1回
限りが対象となるもの）については、従来どおり非課税世帯の方も
免除対象となります。

なぜ、市民税・県民税非課税世帯（以下「非
課税世帯」という。）の方は免除対象外に
なったのですか。

1

非課税世帯の方への配慮も重要であると認識しておりますが、定期
予防接種制度を持続的に運営していくため、受益者負担の考え方や
他都市の状況等を踏まえながら、見直しを行ったものです。

非課税世帯の方も経済的に厳しいにも関わら
ず、なぜ自己負担を求めるのですか。２

大変恐れ入りますが、まずはNo.１～２を参考にご説明ください。
それでもご理解いただけない場合は、市へ問い合わせるようお伝え
ください。

今年から有料になったことへの苦情が予想さ
れます。どのように説明すればよいですか。３

59



主な質問と回答（第３編）

回答質問No.

新型コロナワクチンは、接種費用そのものが比較的高額であること
に加え、制度開始から一定期間が経過し、現在はＢ類疾病として安
定的に事業を継続していく段階にあります。他都市の状況や事業費
全体とのバランスも踏まえ、自己負担額を6,000円に設定しており
ます。

新型コロナワクチンの自己負担額が6,000円
になった理由は何ですか。４

従来どおり、生活保護受給者証などで確認していただきます。生活保護受給者であることはどのように確認
するのですか。５

本市が実施した他都市調査において、自己負担額が一定程度までで
あれば、免除の有無による接種率への影響は大きくなかったことを
確認しております。こうした調査結果などを踏まえ、総合的に検討
した結果として今回の見直しを行ったものですが、接種率への影響
につきましては、今後も注視してまいりたいと考えております。

自己負担の見直しにより、接種率が下がるの
ではないですか。６
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